建築基準法第43条第2項第2号許可申請

に伴う建築審査会資料作成方法について
R3.10
柏市都市部建築指導課
建築基準法第43条第2項第2号の許可は，建築審査会の同意が必要です。

建築審査会に諮るためには，審査会の5週間前までに許可申請を行うことが必要となりますので注意してください。

１　許可申請について

　(1) 法第43条第2項第2号許可に際しては，許可条件（建物用途，階数，構造，規模等）がつく場合がありますので，事前に確認してください。

(2) 許可申請にあたっては，事前に協議（法第４３条に関する相談受付書等）が必要です。

(3) 許可申請手続きは，建築確認申請前に必要となります。確認申請書の提出は許可通知

　後となります。

(4) 許可申請にあたっては『申請書3部』を提出してください。

(5) 許可申請には，申請手数料（80,000円）が必要です。

(6) 許可にあたっては，建築審査会の同意が必要となります。

(7) 建築審査会は，毎月下旬（1月，8月を除く）に開催予定ですが，許可までの期間はそれぞれ異なります。

２　許可申請書類・図面の作成要領について

(1) 提出部数等

　ア　本作成方法により作成のうえ，許可申請時（建築審査会開催日の５週間前が締切日。

　　ただし，包括同意案件については随時受付します。）に正１部，副２部を提出してください。
(2) 図面の大きさ

Ａ４版又はＡ３版（三つ折）とします。

(3) 必要図書

　ア　必要図書は，「許可申請書(第四十三号様式)」「許可申請理由書」「案内図」「現況図」「現況写真方向図」「写真」「公図及び同意状況図」「配置図」「平面図」「立面図」「敷地面積求積図」「床面積求積図」としますが，計画内容により追加図面が必要になる場合がありますので，担当者と協議してください。

　イ　添付書面は，「当該空地及び申請地等の謄本（土地所有者関係の一覧を記載）」「当該空地等を利用して建築物を建築することに関する許可，協定，同意（所有者変更に伴う新所有者含む），その他の文書の写し」「事前協議時に指示のあった図書」とします。

(4) 共通事項

　ア　ページ番号を右下に判り易く記入すること。

　イ　図面名称，縮尺を下に記入すること。

　ウ　図面作成者及び資格を記入すること。

　エ　図面の方向は極力合わせること。

　オ　拡大縮小で文字等が見にくい時は，不必要な文字は消し，必要な文字は読み易い大きさに書き直すこと。

　カ　左とじを考慮し，着色は一般色（申請地「赤色」，空地「黄色」，水路「青色」，法第42条による道路「茶色」）とすること。

(5) 許可申請理由書

　ア　申請者による申請に至った経過，空地に対する考え方等を記入すること。

　イ　申請者の印を押すこと。

(6) 付近見取り図

　ア　方位を記入すること。

　イ　申請地，申請地に接する空地，水路及び法第42条道路を着色（縁取り）すること。

　ウ　着色凡例を記入すること。

(7) 現況図

　ア　方位を記入すること。

　イ　申請地，申請地に接する空地，水路及び法第42条道路を着色（縁取り）すること。

　ウ　申請地の周囲の建築物の位置，用途等を記入すること。

　エ　空地幅員，総延長距離，法第42条道路の名称を記入すること。

　オ　空地中心線及び空地からの後退線を表示すること。

　カ　排水計画（マンホール，管経路等）を記入すること。

　キ　都市計画施設，用途区分界等がある場合には表示すること。

　ク　申請地内の既存建築物の位置，用途，撤去の区分を記入すること。

　ケ　着色凡例を記入すること。

(8) 現況写真方向図

　ア　方位を記入すること。

　イ　申請地，申請地に接する空地，水路及び法第42条道路を着色（縁取り）すること。

　ウ　写真撮影位置に写真番号（○数字），撮影方向（矢印）を記入すること。

　エ　申請地周囲の通路及び空地の配置関係が判別できること。

　オ　着色凡例を記入すること。

(9) 写真

　ア　カラープリント等とし，申請地，申請地に接する空地，水路及び法第42条道路を着色（縁取りを行い，幅員等の位置を間違えないこと。）すること。

　イ　写真番号を記入すること。

　ウ　写真には，車両や人物等が写っていないこと。

　エ　着色凡例を記入すること。

(10) 公図及び同意状況図

　ア　申請地，申請地に接する空地，水路及び法第42条道路を着色（縁取り）すること。

　イ　公図の地番が読みとれない部分については，引出し線を入れ，拡大して記入すること。

　ウ　同意状況図として，申請地と空地部分の地名地番，地目及び土地所有者の一覧を記入のうえ，同意状況（○）を入れること。

　エ　所有者が代わっている場合（相続を含む。）は新所有者に修正のうえ，同意状況（〇）を入れること。

(11) 配置図

　ア　方位を記入すること。

　イ　申請地，申請地に接する空地，水路及び法第42条道路を着色（縁取り）すること。

　ウ　申請地内の建築物の位置，構造，用途，階数，各部分の高さ，出入口の位置を記入すること。

　エ　排水計画（汚水，雨水）を記入すること。

　オ　土地の高低差，擁壁の位置を記入すること。

　カ　申請にかかる建築物と他の建築物の別を記入すること。

　キ　都市計画施設，用途区分界等がある場合には表示すること。

　ク　敷地周囲の通路及び空地の配置（位置及び幅員，延長）を記入すること。

　ケ　空地中心線及び空地からの後退線を表示すること。

　コ　着色凡例を記入すること。

(12) 各階平面図

　ア　方位を記入すること。

　イ　間取り，各室の用途及び開口部の位置を記入すること。

　ウ　同一棟で増築の場合は，既存部分の間取りを含み作成し，赤線で増築部分を表示すること。

(13) 立面図

　ア　2面以上とすること。

　イ　軒（樋先），庇の出（樋先），軒の高さ，建築物の最高高さを記入すること。

　ウ　道路斜線，北側斜線の検討を記入すること。

　エ　平均地盤面の算定式を記入すること。

　オ　屋根，軒裏，外壁の構造（材料等）を記入すること。

　カ　同一棟で増築の場合は，既存部分の間取りを含み作成し，赤線で増築部分を表示すること。

(14) 敷地面積求積図，床面積求積図
　ア　敷地面積の求積に必要な敷地の各部分の寸法及び算式を記入すること。

　イ　床面積の求積に必要な建築物の各部分の寸法及び算式を記入すること。

(15) その他

　ア　法第56条の2第1項の規定に基づく，日影による高さの制限を受ける場合のみ，日影図を提出すること。

　イ　その他，事前協議等において指示された図書。

